コーヒーの意味と価値の変容 : エチオピア南西部の事例 by 石原 美奈子























































































1987; Cecchi 1885)。 























































































たと論じている（Graeber 2001: 1-2）。 

















面積は、個人農家所有が 131,084 ヘクタール、国営コーヒー農園が 7,956 ヘクタール、そ
して投資家が所有する農園が 11,246ヘクタール、計 150,286ヘクタールとなっている。 
ジンマ県が 1 年に生産するコーヒーの量は不明であるが、およそ 4 万トンを中央市場に
供給している9。エチオピア全土で生産されるコーヒーの量がおよそ 14～18 万トンなので













て王族のみならず民衆の間にもイスラームが広まった（Mohammed 1990; 石原 2009）。 
19世紀末から 20世紀初頭にかけて、エチオピア中央部にあるショワ地方の王メネリク 2
                                                   
8 EPRDFは、エチオピア人民革命民主戦線の略で、1991年に政権を奪取した。 
9 2010年 8 月、ジンマ県農業局提供の資料による。ただし、この 4 万トンには生産者の自
家消費分は含まれないため、実質的な生産量はこれを上回る。 



















































































                                                   












































して売り飛ばされた」（McCann 1995: 160）。 
 




18 Antoine d’Abbadie著 Journal (Nouvelle Acquisition Francaise, 21300), f. 569. 














ジファール 2 世（位 1873-1930）も、皇帝メネリク 2 世に対して自治と引き換えに課せら
れていた税をコーヒーで納めるように要求されたことがある。たとえば 1893年、メネリク
2世は、外国人商人たちから武器を購入する際に、コーヒーで支払うように求められたこと
から、ジンマに 50トンのコーヒーを納めるよう要求した（Guluma 2002:58）。 
  1920 年代になると、アムハラ行政官は、コーヒー農園を開設・運営した。この間、エチ
オピア南西部から出荷されるコーヒーは「アビシニアン・コーヒー」として輸出され、そ





















                                                   



























年 8 月にゴンマ郡農業局で聴取したところによると、1 ファラスッラ（17kg）あたりの殻













                                                   
20 殻を除去したコーヒー豆（kishir）の場合は、10 年前はファラスッラあたり 90~120 ブ
ルあったのが、今年は 250～380ブルといわれた。 







































                                                   









a)  「供犠されたコーヒー豆」をガラス１杯分 
b)  草（sardo）少々 
































a)  供犠されたコーヒー豆 
b)  現金 10～50ブル 
２）結婚式当日 
i) 婿は付添い人とともに馬に乗って嫁の家に向かう。嫁の家に近づくと、近所のものが



































産後 14 日間は乳搾りをせず子牛にだけ乳を飲ませる。産後 2 週間したら、1 本、2 本、3
本・・・と搾る乳首を増やしながら、乳搾りという行為に慣れさせる。この習練期間はや









































                                                   































らの抽出物や唱え事を用いて治すふりをする。以下に、P. Leon des Avanchersが語
ってくれた例を示そう。 
  『私がゴンマを通過した時のことである。主が病気になり tolfata（贖罪） を行おうと



































う』（波線、斜字化は筆者追加）（Cecchi 1886: 241-242）。 
 



















































































た場所として名前があがっているのは、Baddaa Kallo、Baddaa Miyaa、Baddaa Dallacha、















                                                   
28 もっとも、コーヒーを「初めて植栽した場所」については諸説あり、同じサイイド・ナ
スラッラーの功績として他のインフォーマントから筆者が聞き取ったものとして、①































                                                   




2013年 2月 5日入手）。 
35 エチオピア文化観光省のウェブサイトでは、エチオピアの「人と文化」の特徴の一つに
「もてなし」をあげ、そこにコーヒーについて言及している（http://www.tourismethiopia. 




































たのは、東方を広く旅して回ったとされる Faustus Naironus Banesiusという 17世紀のマ
ロン派キリスト教徒であり、ラテン語で「コーヒーについての言説（De Saluberrima potione 






                                                   
37 ここであげた例は、エチオピア文化・観光省のウェブサイトにのっていたヴァージョン
の 要 約 で あ る （ http://www.tourismethiopia.gov.et/English/Peopleandculture/Pages/ 
Hospitality.aspx 2013年 2月 5日入手）。 
38 本論説は英語訳（1710）が出ている。 








































































ムレ月（第 11月）1日（西暦 7月 8日）を「コーヒーの日」と定め、その日には各種催し
物を行っているという。筆者がカファ県知事にジンマ県の「コーヒー発祥地」としての主
張について尋ねると、「その主張は、ジンマが帝政期、カファ州の中心地であったことに依
拠しており、それは（エチオピア暦）1942 年（西暦 1949/50 年）以降のことである。」と
論駁され、この論争が行政区分上の問題であるという理解を明らかにした40。 




                                                   
39 7つのプログラムは、「コーヒー博物館」の建設以外に、「人類揺籃の地」博物館の建設、
音楽祭などが含まれる。 
40 インフォーマント：カファ県知事クフレ・ガブレマリアム氏（2012年 1月 2日に行った
インタビューによる）。 
41 インフォーマント：カファ県知事クフレ・ガブレマリアム氏。 




















































図 4 ヤギ飼いカリドが飼っていた「ヤギの足跡」（2010年 8月筆者撮影） 
 
 カッタ・ムドゥガが「コーヒー発祥地」に選定された経緯についても聞いてみた。どう













た（図 6）。それでも 2010 年 9 月には、ジンマ県が「コーヒーの日」として選んだエチオ
ピア暦パグメ月（第 13月）1日（西暦 9月 6日）に「コーヒー祭り」を盛大に祝う予定に
なっており、カッタ・ムドゥガのみならずゴンマ郡アガロ町ならびにジンマ県ジンマ市で
もコーヒーに関するシンポジウムを開催するなどのイベントを予定していた43。 
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